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マグネシウム循環社会推進協議会（２０１８年度第１回） 

開催日時： ２０１８年５月１５日（火）１５：００～１７：００ 

開催場所： 日比谷図書文化館 スタジオプラス（小ホール） 

東京工業大学物質理工学院教授 和田雄二 

 

 
 東工大和田研究グループ

は、オリコンエナジー（株）

（現 オリコン（株））と行

った共同研究において、従来、 
中国を中心として行われて

いる金属マグネシウム製錬

法であるピジョン法をマイ

クロ波によって駆動する「マ

イクロ波ピジョン法」を開発

した。従来のピジョン法では、

大量の石炭の燃焼による

1200℃の加熱を必要とし、

大量のエネルギー消費と大

量の二酸化炭素発生という

大きな社会問題を引き起こ

している。また、石炭燃焼に

伴って発生する PM2.5 は深

刻な大気汚染の原因となっ

ている。マイクロ波ピジョン

法では、マイクロ波加熱なら

びにマイクロ波化学の特殊

効果を利用することによっ

て、68.6%のエネルギー消費

を削減することができる。ま

た、マイクロ波発振に必要な

電力を太陽電池あるいは水

力発電に頼れば、原理的に二

酸化炭素発生をゼロとする

ことも可能であり、同時に大

気汚染も防止できる。本基調

講演で述べる内容は、東工大

とオリコン（株）の双方で特

許化しており、日本発の技術

として、今後の社会実装へ展

開することが可能である。 


